	｢最後の一瞬に問われ、『人生に成功』と言える法則｣


成功とは

・自立や心の解放など｢抽象的・精神的な成功、更には富や名声等「現実的・世俗的な成功」の二面性がある。

・人生の目的を知り、内から素直に沸々と湧き出す「魂の声」を聞き、自分らしい生き方を見つけ出して実現していくこと。そして、自分自身はもとより家族やもちろんのこと、周りの人をも真に喜ばせる生き方ができること。

・「自分らしい、自分自身の人生の成功とは何か」を見定めておく必要がある。

・世の中に存在する成功感の本質を見つめると、「勝ち感」「達成感」「成長感」あると言う。

・それらの「成功感」を得るためには「必ず成功できる法則」、すなわち「成功哲学」があるとも言われている。

・では、その「成功哲学」あるならそれを「知り、身に付けておく」ことが必要ではないか。

どんな人も「人生の最後の一瞬に問われ」、答えを求められるものだとしたら…。

※　田坂広志「風の言葉」「人生の成功とは何か」　http://www.hiroshitasaka.jp/kotoba/pdf/books_46-1.pdf
初めに哲学あり
・哲学とは、「前提や問題点の明確化、概念の厳密化など、思考を通じて様々な主題の根本原理を研究する学問」 
・宗教哲学、政治哲学、教育哲学、いろいろな分野での哲学の中に「成功のための哲学」がある。

成功哲学とは

・人生には黄金律（ゴールデンルール）がある。

・目標を達成するための思想や手法を法則化したもの。

・成功者の行動や思想を分析し、それを模倣することによって同じ効果を得ることができる。

・その人の人生はその人がいつも考えているとおりになる。

・釈迦の教え
切に望むものは必ず実現する。ただし、その場合に望むことを寝てもさめても、どんな事情がかかわっていても、いつも心に思っていなければならない。
・キリストの教え
求めよ、さらば与えられん。尋ねよ、さらば見いださん。叩けよ、さらば開かれん。
・すなわち、否定的な考え方で対すれば、否定的な結果が返ってくる。肯定的（私は出来る）な考え方で対すれば、肯定的な良い結果が返ってくる。これは、人生の法則であり、宇宙の法則である。
すぐれた宗教家は結局、同じことを教えている。　→　ポジティブ思考
・億万長者の成功法則 (The Law of Success)、宇宙を支配する引き寄せの法則 (The Law of Attraction) などとも呼ばれる。「自分（心のあり方、信念、意識、癖、行動など）を特定の形に変えれば人生が素晴らしいものになる」という考え。成功哲学の祖と言われたナポレオン・ヒルが20年で500人以上の億万長者達の成功哲学を体系化

· 世界の成功者達に共通するもの
１　目標を明確にする（欲ではない正当な目標）
２　目標達成の期日を設定する（実現可能）
３　目標達成の計画を紙に書く（実現可能）
４　朝夕その計画を音読し、かつ人に語る
５　今すぐ実行
· 意識→潜在意識→宇宙意識
宇宙意識のことを、宗教によって又人によって神、仏、天、宇宙の心、共通の潜在意識、無限の知性、潜在能力、実相、アラヤ識、超意識と呼ぶ。
· 祈りながら行動することによって、その人の夢が実現する。祈りとは「かくありたい」という願(欲ではない)望、希望、欲求を潜在意識に送り込む（インプット）儀式である。
祈る時は、願望が達成された姿をイメージすることが大切である。
｢奇跡」とは、効果的な祈りの結果、「もたされたもの」である。
祈る場所はどこでもよい。
· 祈る行為は、自分自身に自己暗示を与えることである。そして自己暗示が潜在意識に働く。
一所懸命、正しく、祈りながら努力・行動していると、インスピレーション(第六感、ひらめき)がくる。
インスピレーションこそ宇宙意識（神）からの声であるから、それを受けて行動すれば夢が実現する。
・　信念とは、自己暗示によって、潜在意識に繰り返し叩き込まれることによって生ずる精神状態
・　潜在意識に、繰り返し繰返し、こうするのだと命令し確認していくことで、信念の感情が生まれてくる。
…例えば、私には音楽の才能がある。私は出来る。私は社会に貢献する。弱気な否定的感情を持たない。
・　人間がある一つのことを、繰り返し繰返しやっていると、それが本物になってくる。→　習慣化

夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/　　　　以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2009.4.15
超意識－あなたの願いを叶える力

坂本　政道

［目次］　－　あとがき(まとめ)
マーフィー理論の問題点
・努力と因果律の寄与を軽視している。これが大切

願望実現の方法----------------------------------------------------

Ａ）超意識(ガイド・高次の意識存在)を活用する－最も安全で普通の人でも実行できる方法

Ｂ）宇宙と一体になり思い・願望と一体になって思いを具現化する－悟り
Ｃ）自分の力で思いを具現化させる－健康改善に効果
-------------------------------------------------------------------------

第１章　思うだけで願いは叶うのか
1.潜在意識を使えば願望は実現するのか
マーフィー理論

1)潜在意識には､願望を実現する力と､直観やひらめき、夢での啓示をもたらす力がある｡

2）だから､潜在意識の力をフルに活用することで､ありとあらゆる願望を実現したり、直観力を高めたりできる｡

3）そのためにはあらゆる機会に｢なりたい自分の姿｣を心に強く思い描き､潜在意識にそのイメージを植えつける｡

4）良いことを考え､プラス思考で生きよう。

知らず知らずのうちに願望を実現してきている｡

・マーフィーが説く潜在意識⇒19世紀半ばニューソート

直観力を与える

潜在意識とは

・潜在意識(通常は全く意識されない意識､無意識､潜在意識､氷山の水面下の部分､個人の意識を超えて広い範囲の人の意識とつながっている､ユングは集合的無意識と呼んだ｡これを｢超意識｣と呼ぶ)⇒難題解決策がひらめく

マーフィー理論の主張は正しいか、努力の有無

因果律は超えられるか

物欲を満たすだけでいいのか

2.努力なしでも願望は実現するのか
実現意努力を要する願いと要しない願い

・人生の成功には本人の努力が絶対に欠かせない。

・エジソン｢天才とは99％の努力と1％のひらめき｣

・実現するのに努力を必要とする願いは努力が必要

物理学の法則に反する願いは実現しない

生物学の法則に反する願いは実現しない

努力なしでも達成できる願い

世のため人のための願いが実現

世のため人のための願いでもないが実現

3.因果律を超える願望は実現するのか
因果律とは何か

・善い原因(行い－体･口･心)は善い結果､つまり幸福をもたらす。

・悪い原因(行い)は悪い結果､つまり不幸をもたらす。

・自分のつくった原因は､自分に結果(禍福)をもたらす｡

・何かが実現することを願い､その願いが叶って､それが実現した場合､それは､結果が現れたということ

因果律はとても公平な法則

・人はさまざまな境遇､才能､能力､身体､容姿…を持って生まれてくるが､それはすべてその人の過去世での努力や種種の行いの集大成。因果律は法則なので機械的な正確さで例外なく実施される。

イメージングは効果があるか？

・健康に関することは効果的

・エネルギー体に自己暗示効果がある。

・サブリミナル効果

4.物欲を満たすだけでいいのか
・欲との葛藤の中に成長がある｡

・すべての欲は自我の生存欲から出てくる｡他人を蹴落としても自分だけは生き残りたいという強烈な自己生存欲がすべての欲の根底にある。

・自我の欲を抑え､他人のために何かをする行為は､最高の善｡自らの成長をもたらす行為｡

・自分の身を犠牲にして人を救うことは､普通にはできない行為｡自分の欲ばかりを追及する行為の対極をなす行い。欲を抑えるということは欲と葛藤するということは自らの成長をもたらす｡抑えることはできないまでも葛藤することに意義がある｡

・さらっと流す｡囚われを少なくする｡

人間を生きる目的

学ぶべきことを学び､卒業すること

1）初級者は､まず､欲についてとことん学ぶ。そのためには欲を徹底的に追求する必要がある｡欲の中にどっぷりと埋没し､ただただ欲を追い求めることにすべての時間をついやす。

2）この過程をへて初めて､次の段階へと移る｡

中級者と呼べる段階。欲の追求に疑問を持ち始める｡欲を徹底的に追求したあげくそれでも何となく満たされない自分に気づく｡何か欲を追求するだけでは飽き足らず､それを超える価値を求め始める。

3）人間性とか霊性と呼ぶべき価値に気がついてその追求に進む段階。欲の追求もある程度行なうが､それはその中に霊的な成長を見いだすから。

4）霊的な成長を追及し､最終的に､宇宙愛(スーバー・ラブ)に目覚めて人間を卒業する｡欲の心がなくなるのではなく､自分の欲の心が明らかに見える状態になる｡

ひらめきと夢での啓示
心の声

超意識が働きかけてくる

・イメージ(シャボン玉に気になる人の顔)

・虫の知らせ

ひらめきを可能にする心の状態

ほっと息を抜いてリラックスしたとき

一瞬頭の中が空っぽの状態がひらめきを得るのに重要

無心、無欲、無念無想

情報源にアクセスできた瞬間に情報をダウンロードしたような感覚

意識の階梯

・仏教、ヒンズー教、ヨガ、神秘主義的宗派

・スピリチュアリズム－シルバーバーチの霊訓他三大霊訓⇒高次の精神存在

・人間の意識の構造や死後世界､霊的成長の必要性

・ニューエイジ運動－チャネリング、瞑想、LSDの使用などにより意識の探求

・モンロー研究所と体外離脱

第２章　願望実現の新しい方法
1.願望実現にはこれが必要だ
1）思いの力(情熱・熱意)

純粋さ､ひたむきさ､不安や疑いの心は不要

情熱⇒努力へ、アストラル界(死者の住む世界)に影響

超意識からの手助けが得やすい。

Ａ)超意識を活用する－普通の人
Ｂ)宇宙と一体になる｡願望と一体になる｡－超能力者

Ｃ)自力で願望を実現する－超能力者

2）努力

3）超意識の手助け

4）創造的エネルギー(生命エネルギー)の活用

2.私たちを超える超意識
超意識（潜在意識）､宇宙全体へ

①条件反射的無意識領域

②もっと奥にある知性的な領域⇒宇宙へ

ガイドの存在－一大カウンセラー集団､指導霊､見守り

3.ガイドの役割
・霊的成長を促す

・愛情､因果律､努力､忍耐…学びの場､卒業が目的

・無条件の愛､スーパー・ラブ､霊的な気づき

問題解決：本や出会いなどで偶然を装い､霊的成長・気づきを促す

気づき：｢事件｣を仕組む｡坂本さん⇒シリコンバレー⇒本・体外離脱⇒リタイア⇒モンロー研究所､

夢での啓示・警告：霊夢
霊的成長を促す：愛について､努力・忍耐することの大切さを学ぶ。無欲､無心の境地､欲から離れる､自我を忘れる⇒輪廻から卒業するためのキーワード
願望を実現させ､ひらめきを与える

因果律の枠内で手助けする

・ガイドは｢因果律｣の枠内で｢因果律｣に則って行なう｡

人生の計画と見合った願望

・計画

・目標

・あらすじ－親､結婚相手、事故など

・大きな目標達成を促す場合に応援

・愛を体感できるようになる。

・愛を施せるようになる。

・努力する｡

・耐える｡

・因果律を身をもって学ぶ。

・自我と葛藤する。

・苦しみから逃れようとし､目をそらそうとするのはかえって苦しみを長引かせるだけ｡

・苦しみを通して学ぶべきことは因果律

・過去の行いが今の苦しみをもたらしている。
・学ぶべきことは過去の悪行を反省し､二度と悪い行いをしないよう､自らの行いを慎む｡因果律を信じ､悪いことをやめ､善いことを行なうように努める｡

4.願望を実現する３つの方法
Ａ)超意識を活用する－普通の人
・無我､無欲､無心の状態⇒チャンネルが開いて繋がる

・ガイドが願望を叶えてくれる。

Ｂ)宇宙と一体になる｡願望と一体になる｡－超能力者

・宇宙と一体になる｡宇宙全体とつながった状態。エゴがない｡ちっぽけな自分がなくなり他と融合するとき

・自分の願いと一体になる｡

・願いが叶った状態と一体になる。

・世の人を霊的な覚醒に導くことにつながる願い
・ガイドや特殊才能を持った高次の存在たちよりももっと上のほうの意識領域とつながった状態

Ｃ)自力で願望を実現する－超能力者

・超能力者

因果を超える

・超意識のどの領域につながるかで､実現される願望の程度が異なってくる。

・宇宙が主で法則は従｡宇宙が何かを為すときそれが法則になる｡因果律や諸々の法則を超えることが可能。

第３章　超意識の活用による願望実現
1.超意識の活用―無欲、無心になる
・自己暗示

・イメージのほうが言葉より超意識に届きやすい｡

・(C)の方法がイメージングによって利用できる可能性がある｡

・超意識を活用するのではなく､自分の力で願いを実現する｡

無欲･無心

・超意識を活用するためにガイドたちの援助を受けやすくする。

・強い欲の心から出てくる願いは実現しにくい｡

・願望を欲の心が出にくい形に変える｡

⇒会社で出世したい→今やっているプロジェクトを成功させたい｡そのためにこの問題を解決したい｡⇔自戒⇒功をあせらない｡欲の心が前面に出ない｡結果を求めすぎない｡地道な努力をはしょらない｡
着実に努力する｡

超意識⇒欲の心を毛嫌い｡欲を超えた心､欲を離れた心､無心､無欲｡何かに没頭し､精魂込めていくと無心になる｡この状態で超意識につながる｡

無欲・無心が好結果をもたらす

・その瞬間だけ我を忘れて一球入魂する｡

・何事も極めることでのみ得られることがある｡

ひらめきのチャンネルが開く

・欲の心が強いと直観が働かなくなる｡どこか上のほうとのつながりが悪くなってインスピレーションとか勘を得られなくなる｡欲の心が直感の流れ込んでくるチャンネルを閉ざすような感覚がある。

・超意識とつながる｡結果を気にせず､自然に任せる｡
・意志の力を捨て去る｡実現させようとする作為的な心を捨て去って初めて願望が実現する｡無為自然

霊的成長を促す願望

ガイドはどうやって願望を実現するのか

・出会いをアレンジする｡側面支援

2.願望実現の具体策
①努力を要する願望の実現

努力
･成功に近道やマジックはない。適切な努力

･達成したい願望や目標をはっきりと定め､小さな目標を定める｡

超意識の寄与

･ひらめき､超意識の寄与は１％｡その１％が違いを生む｡⇒超意識がイチローと仰木監督の出会いのような奇跡を生む｡出会いのアレンジ

自分の可能性を信じる

・プラス思考－積極的にし､やる気を起こさせ,努力する元気を与えてくれる｡

・最後は自分の直感に頼る｡

自己責任

・全て自己責任であるという意識をしっかり持つ｡

・相談しても最後は自分で決める｡

楽しむ　Do what you love!　(好きなことをやろう)

Love what you do！（自分のやることを好きになる）

集中する

早く帰ることがもたらす利益－疲れない､家族団欒でリフレッシュ､気分転換､やる気､新しいアイデア

人のためにする

情けは人のためならず

因果律

努力を要しない願望の実現

・人間としての成長が見込まれる場合に限り超意識が叶えてくれる可能性がある｡

３.無心を達成するヘミシンク(半球同調)

・変性意識－座禅などをして瞑想するとき、気功師が気を発する際の意識状態、念力を使うときの意識状態

変性意識を可能にするヘミシンク

・普通の人が体験できるようにした画期的な音響技術

・聞く人の意識を覚醒状態､熟睡状態､瞑想状態､にコントロール

波の音－リラックスする

エネルギー変換箱－心の中に箱を思い描きその中に心配事や気になることを全て入れて忘れ囚われをなくす｡　

レゾナント・チューニング－肉体とエネルギー体のエネルギーの流れを増し､バランスをとる。

生き生きとした生命エネルギーを息とともに吸い込み､体の隅々まで行きわたらせる。ろうそくの火をやさしく吹き消すように両唇の間から息を吐く。その際、体内にある、疲れて古くなったエネルギーを足の裏からすべて解き放つ｡アー､オー､ウームと声を出しながら息を吐く。別の音声や音の高さ試す｡声が体と共鳴するのを感じる。

レゾナント・エナージー・バルーン・リーボル－体のまわりにつくるエネルギー・バリアのこと。
息を吐き出す際に､頭のてっぺんから噴水のようにエネルギーが流れ出て体の外側を流れて足の裏側から体内に入るようにイメージします。こうして体のまわりにエネルギーの薄い膜をつくる。これをリーボルという。結界のようなものこれで外敵から身を守る。

アファメーション

私は肉体を超える存在です。

それゆえ、物質界を超えるものを知覚することができます。

私と私に続く人たちにとってプラスになるような､物質界を超えるエネルギーを知り、使うことを心から望みます。さらに、その知性と発展段階および経験が、私と同格か、あるいは同格以上の知的生命体の手助けと助力を心より望みます。そういう知的生命体が私を守り、導いてくれるようにお願いします。

ガイドとの交信

1） 私は誰ですか？

2） この人生を始める前に私はどこの誰でしたか？

3） この人生の目的は何ですか？

4） その目的を達成するには何をするべきですか？

５）この時点で私が受け入れることができ、理解することができるもっとも重要なメッセージは何か？

ガイドとの交信の落とし穴

ガイドに願望実現をお願いする

第4章 宇宙との一体化による願望実現
１.弓道の達人に見る願望実現の極意
『日本の弓術』ドイツ人哲学者オイゲン・ヘリゲル著(1884～1955年)弓道を学ぶことをとおして、いかにして非合理的・直感的な思考と実践を尊ぶ日本の精神伝統を体得してゆくかが見事に描写されている。

阿波研造(1880～1939年)の門下に入る。
弓の名手は的に中てる際、まず無心になり、さらに自分の心と的、大宇宙がひとつになる。こういう状態になると真っ暗闇でも中ると言われている。
待っても考えても感じても欲してもいけないのである。術のない術とは、完全に無我となり、我を没することである。

宇宙、対象と一体になる

的はどうでも構わないからこれまでと同様に射なさい。

的のことも、中てることも、その他どんなことも考えてはならない。弓を引いて、矢が離れるまで待っていなさい。他のことはすべて成るがままにしておくのです。

私のやり方をよく視ていましたか。仏陀が瞑想にふけっている絵にあるように、私が目をほとんど閉じていたのを、あなたは見ましたか。

私は的が次第にぼやけて見えるほど目を閉じる。すると的は私の方へ近づいて来るように思われる。そうしてそれは私と一体になる。これは心を深く凝らさなければ達せられないことである。的が私と一体になるならば、それは私が仏陀と一体になることを意味する。そして私が仏陀と一体になれば、矢は有と非有の不動の中心にしたがってまた的の中心に在ることになる。矢が中心に在る……これをわれわれ目覚めた意識をもって解釈すれば、矢は中心から出て中心に入るのである。それゆれあなたは的を狙わずに自分自身を狙いなさい。するとあなたはあなた自身と仏陀と的とを同時に射中てます。
暗闇の中の蚊取り線香を射る体験

こんな暗さで一体狙うことができるものか、よく考えてごらんなさい。それでもまだあなたは、狙わずには中てられぬと言い張られるか

弓道は技術ではない。理屈を超越したものである。弓を引いてる我は宇宙と一体をなすべきものである。一射一射が射手の全生命を投げ出したものでなければならない。すなわち一射絶命の境地に到達しなければならない。射がすなわち禅的生活である。

願望実現の極意

心を無にし、的と一体になる、宇宙と一体になることで、矢が的に中るのと同じように、願いと一体になれれば、願いは自ずと実現するのです。願いと一体になるとは、願いが叶った状態と一体になることです。
意図的にそういう状態に｢する｣のではなく､｢なる｣のです｡｢する｣というのは､作為的で､そこに自分の意志が働きます｡

そうではなく､無心であるということは､そこに自分の心の働きは入りません｡だからこそ､無心なのです｡

願いが叶った状態と一体になるとは､願いが叶った状態にある自分が見えること、そういう状態を体験していることを言う。
日本人は自然に｢なる｣を好み意図して｢する｣を嫌う｡

｢私｣は大自然の一部であり､その一部が｢する｣のではなく､自然全体がするとき､｢なる｣のです｡

宇宙と一体になり､的と一体になったとき､自然に矢は放たれ､そして､的の真ん中に中るべくして中る｡そこには､一切の作為はない。

最後の難関－不信
・そんなことはありえないと思う心が､それを不可能にする｡

・自分で｢宇宙と一体になる｣という体験を持つしかない。自分で体験しないと不信はなくならない。

・宇宙と一体になろうとする必死の努力の甲斐もなく､精も魂も尽き果て､五体投地した瞬間に｢なる｣。
・「一射一射が射手の全生命を投げ出したものでなければならない」と言っているのはそういう意味。
・勇気がいり､覚悟のいること｡人は何かに全生命を捧げることはできない｡それができて初めてこの境地の中にいる自分に気づく。

・言葉では説明できない。

左脳・右脳の統合

・80年前までは今の私たちとはまったく異なった思考回路を持って生きていた。

・東洋的な見方は芳醇で恵みをもたらす自然の中で生まれた。
・西洋的な見方はそのままでいれば死しかもたらさない砂漠という厳しい自然の中で生まれた。

西洋的な価値観が行きすぎた結果､今、世界では自然破壊、環境汚染が進行している。

・西洋的な考えが行き詰った今必要とされているのは東洋本来の価値観に戻るのではなく､東洋と西洋の両者の統合つまり右脳左脳の両方をバランスよく使う｡
2.モンロー研究所の説く願望実現法
・フォーカス12の無心の状態をベース
・念力や願望実現についての体験プログラム－ＭＣ２がある。
・念力、ヒーリング

・スーパー･ラブ｢SUPER LOVE｣－念力や願望実現には生命エネルギーの創造的な側面を使う。
自分のハートを開き､意識をこの生命エネルギーの源と一体化させる。そして､源から自分へ生命エネルギーを有り余るほど導き入れることで､自分の思いを具現化させ(念力・願望実現)､癒しのエネルギーを自分を通して、他者へ注ぎ込む(ヒーリング)ことができる。
1）否定的な感情､恐れ､先入観などはすべて一時的にでも忘れる｡
体内のエネルギーの流れの障壁を除く。このために周到な準備をする。私は念力ができるんだという思いを高める。
2）意識が拡大した状態にありながら､同時に地上にしっかり根付いている状態になる。喜びと感謝の気持ちに満たされた状態にする。無心
具体的にはフォーカス12用のＣＤを用いて､フォーカス12へ到達する。

その後、意識をしっかり大地につけたまま､一部を頭のてっぺんからまっすぐに上のほうへと伸ばしていく。どんどん伸ばしていき､生命エネルギーをその源より流し込む。

3）生命エネルギーが源から自分に流れ込み､満ち溢れ、自分を通り抜け､自分に､そしてすべてのものに恵みを授けるようにする。

4）すべてはひとつであることを把握し､愛に生きる。自分の実現したい願いと一体になる。

（モンロー研究所　ジョー・ガレンバーガー博士）
秘訣
疑いの心をなくす：ハイな気持ちになること、プラス思考
心を開く：自分のことをオープンにする
具体的に考える：できるだけ具体的に考える。(ただでステーキが食べたい｡皆のハッピーな笑顔)

忘れる：一度願ったらそのことは忘れる｡そうしないと２度目に思うときに本当に実現するのかな、という不安や否定的な想いが入ってくる。その思いはそれはそれで具現化される｡最初の願いが否定される。
スプーン曲げに挑戦
皆のポジティブなエネルギーに乗っかる。
3.宇宙との一体化は悟りか
禅では不立文字(ふりゅうもんじ)､教外(きょうげ)別伝
真言密教では大日如来との合一により悟りを得る。

・宇宙と一体になった状態とは､悟りを開いた状態ではなく､一歩手前の状態でよい｡
臨死体験において､人はこの三次元世界を超越して､時間にも空間にも縛られない高次元の世界にはいっていきました｡死というものが存在するのはこの三次元世界だけで、その次元を抜けると死はないのです｡肉体が存在するのは三次元世界だけです。人はそこを抜けると、肉体の束縛を脱して本来のエネルギー体に戻り､時間に縛られた世界から時間がない永遠の世界に入っていきます。その世界は､全てが愛に満ち、調和しています｡そこでは全ての真理が一瞬にして把握できます。究極の真理は全ては一つなのです｡そういう全一的な宇宙意識をみんな獲得するようになるのが進化の新しい段階なのです『臨死体験(上)』フィンランド人医師キルデ
・一瞬のうちに高さの極みに飛翔し､私は今まで見たこともないような美しい光に包み込まれました｡白っぽい金色の輝きに満ちた､いちめん光の世界にいたのです｡まばゆい輝きでしたが､まぶしすぎるとは感じませんでした｡それは人格を持つ命そのものの光であり､深い部分で､自分とつながり､交流している生きた光なのでした｡これが至福なのだ､と私は感じていました｡…その冴えわたった意識の中で､私ははっきりと理解したのでした｡『この命そのものの光の主に､私はすべてを知りつくされ､理解され､受け入れられ､許され､完全に愛しぬかれている』これが愛の極致なのだと
『死にゆく者からの言葉』聖心女子大教授鈴木秀子の臨死体験
・ようやく歩けるようになった次の日､外の空気が吸いたくなった私は､痛い体をひきずって窓のところへ行きました｡窓を開けると､そこには秋の田園風景が広がっていました。…すがすがしい稲の香りが胸の中に広がったとき､突然大きな感動が体を貫きました｡稲や土､光や風､自然界のありとあらゆるもの､大宇宙のさまざまなものすべてが､素晴らしい秩序の中にあって､それぞれが一つひとつの役割を果たして調和している､そうして燃えている――。それは閃きに似た強烈な感動でした｡大宇宙との一体感を､頭ではなくからだ全体で､魂の深みで悟ったような感じでした｣
『〃』聖心女子大教授鈴木秀子の臨死体験後生き返って｢癒しの力(ヒーリング・パワーが身についた)｣
・宇宙との一体化を体験した臨死体験者は自分がその体験によって永遠に変わったと証言｡
第5章 自力での願望実現
1.自分で創造的なエネルギーを使う
念力

1）物に働きかけてそれを動かしたり変形させたりするスプーン曲げや天候を変えたりする
2）自分の願望を実現すること⇒自他の健康に関することに活用する
2.病を治す
・健康上の問題はエネルギー体に原因がある｡
①自分で生命エネルギーを体内に取り込み､さらに患部へと流し込む｡
②ヒーラーと呼ばれる人に患部へ生命エネルギーを流し込んでもらう｡

イメージング

・非物質界では思いが具現化しやすい｡思い自体を変えることで良くなる｡

軟蘇（なんそ）の法

・白隠禅師により伝えられた。

・軟蘇とは柔らかな乳製品（バターやクリーム）

・鴨の卵(鶏よりやや大きめ)ぐらいの大きさの軟蘇が頭の上に載っている｡徐々に溶けて頭皮から少しずつ染み込み頭の中が軟蘇で満たされ､頭の疲れが癒される｡さらに体内に入り､五臓六腑を満たしていく｡全身の疲れが癒され､両脚に入り､最後に足の裏から出る｡
この際､体の悪い部分の黒くどろどろしたものをすべて体外に排出するようにイメージする｡
モンロー研究所の方法
・ヘミシンクとイルカ療法－フォーカス10や12の状態になってからイメージングを行なう｡

2.3ミリの小さな金色や銀色に輝くミニチュア・イルカが体内に入って患部を治す｡何匹も群れをなして､体内を泳いでいく｡ガイドの手助けの下に行い､問題のある患部にイルカを導いてもらう｡後は､小さなイルカが患部を癒す｡
・カラー・ブリージング－さまざまな色のついたエネルギーを口から吸い込み体内を満たし､それで癒す｡
・エネルギー・バー・ブリージング－エネルギーでできたバー(棒)を想像し､それで､患部を切除する｡癒す｡

因果律との関係

・その思いを取り除かない限り根治しない。
子宮筋腫が消えた女性

2003年9月のことです｡通常2日目ぐらいに鎮痛薬を1回飲む程度ですんでいた生理痛が､そのときははげしいだけでなく1週間も続き､おまけに出血も止まりません｡日ごろ健康を自負していた病院ぎらいの私も､さすがに異常を感じて婦人科に行きました｡二男の出産以来17年振りです｡
診断の結果子宮筋腫と左卵巣の水腫が見つかりました｡…｡4日後にモンロー研究所のエクスプレーション27(ＥＸ27)とライフラインというプログラムに参加するため､渡米するスケジュールが入っていましたので､帰国したら来診する旨を伝えて止血と痛み止めの薬をいただいて家に帰りました。その道すがら､その日が誕生日であることを思い出して､まったく思いもかけない誕生日プレゼントをもらったけれど､これは天の何かの意志がはたらいていて､何かの意味があるのだろうか、と自問していました。

＊小人さん、大活躍
・アメリカ滞在中の2週間､毎日実行したのが
・Gazing(太陽凝視)のトレーニング
・小人のイメージトレーニング（イルカの代わり）
・レゾナント・チューニング

・レゾナント・エナージー・バルーン・リーボル
・丹田呼吸
・軟蘇の法
・フォーカス27での癒し・再生センターに行ってそこを維持運営している知的存在たちに支給の問題を話して治療をお願いした。

＊女医さんの困惑

・筋腫が消えていた！手術不要、定期健診でOK

＊成功の秘訣

・はっきり、くっきり、リアルにイメージした。

・100％信じた。

・成功する人は成功すると信じ､失敗する人は片隅にでもその思いがある｡唯心所現の法則
・望むときは｢圧倒的な自信｣を持って行なうと良い。
右脳と超意識の関係

・右脳－直感やひらめき⇒超意識
　左脳－論理や言語､計算､推論を司る
付1　ロバート・モンローの見出した意識の階梯
ミラノンという高次の知的生命体より授かった

振動数が対応する。(2012年のコーナーでも紹介)
意識レベルが高くなるにつれて振動数が高くなる

(シルバーバーチも言及)

【レベル1～7（1番目の次元）】※物理学でいう次元とはまったく違うもの－植物の意識

【レベル8～14（2番目の次元）】－動物の意識

【レベル15～21（3番目の次元）】－人間の意識

【レベル22～28（4番目の次元）】－死者の意識

・レベル23－類は友を呼ぶ世界

・いわゆる浮かばれない霊のいるレベル、幽霊界

・レベル24～26は信念体系領域、多くの人が共通の信念を持ち､その思いが生み出した世界は強固

・レベル27－輪廻転生の準備
【レベル29～35（5番目の次元）】－輪廻を卒業
・光の存在

・I.T(I there：向こうの自分､トータル・セルフ)
【レベル36～42（6番目の次元）】－自分と関連深い人たちのI･Tが把握でき､その人たちの意識をまるで自分のことのように体験することができる
【レベル43～49（7番目の次元）】－各自を結ぶ金色の意識の糸が網状に広がっているのが見える｡
【さらに上のレベル】
・モンローが探求、モーエンが探求

・宇宙全体のすべての生命体､物質の意識とのつながりが把握されるレベル｡すべての存在の源､創造の源
・あるいはこの一つ下が宇宙との一体化の体験､ワンネス体験､
付2　本山博(瞑想ヨガの世界的権威)の説く超意識
①アストラル次元－死後の世界､霊界｡想像と現実の区別ができない状態に陥りやすい｡

②カラーナ次元　③プルシャ　④絶対
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。
2011.2.16
城山三郎翻訳の『ビジネスマンの父より息子への３０通の手紙』ではこの本のタイトル『思考は現実化する』を『巨富を築く十三の条件』としている。


しかし、原文は“Think & Grow Rich”。『思考は現実化する』











